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様式 CE090901 

 

安全データシート  
１．製品及び会社情報 

 製  品  名  ： フォックＬＣ－＃１８５淡彩色Ａ剤  
 会  社  名  ： 株式会社ビルドランド  

 住     所  ： 石川県金沢市八日市３－５１４  

 電話番号／ＦＡＸ番号 ： 電話 076-269-3414 ／ ＦＡＸ 076-249-1663 

 緊急連絡先 ： 同上 

 担当部門 ： 技術部 

 推奨用途及び使用上の制限 ： 工業用、一般化学品 

 整理番号 ： ＣＥＬ－００２Ａ 

 

２．危険有害性の要約 

ＧＨＳ分類 危険有害性クラス 危険有害性区分 

物理化学的危険性 引火性液体 区分３ 

自然発火性液体 分類対象外 

自己発熱性化学品 分類対象外 

金属腐食性物質 分類できない 

健康に対する有害性 急性毒性（経口） 分類できない 

急性毒性（経皮） 分類できない 

急性毒性 （吸入：蒸気） 区分４ 

急性毒性（吸入:粉じん／ミスト） 分類できない 

皮膚腐食性／刺激性 区分３ 

眼に対する重篤な損傷／刺激性 区分２Ｂ 

呼吸器感作性 分類できない 

皮膚感作性 分類できない 

生殖細胞変異原生 分類できない 

発がん性 分類できない 

生殖毒性 区分１Ｂ 

特定標的臓器毒性（単回暴露） 区分１、２、３ 

特定標的臓器毒性（反復暴露） 区分１ 

吸引性呼吸器有害性 分類できない 

環境に対する有害性 水生環境有害性（急性） 区分３ 

水生環境有害性（慢性） 区分３ 

 

 ラベル要素  

    絵表示  ： 

     

 

    注意喚起語  ：  危険  

    危険有害性情報  ： ・引火性液体および蒸気 

  ・吸入すると有毒 

  ・軽度の皮膚刺激 

  ・眼への刺激 

  ・生殖能または胎児への悪影響のおそれ 

  ・呼吸器/肝臓/中枢神経系/腎臓の障害 

  ・肺の障害のおそれ 

  ・呼吸器への刺激のおそれ 

  ・眠気や目眩のおそれ 

  ・長期または反復暴露による呼吸器/神経系の障害 
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  ・水性生物に有害 

  ・長期的影響により水性生物に有害 

    注意書き  

      【予防策】  ： ・熱/火花/裸火/高温のものから遠ざけること－禁煙 

   ・防爆型の電気機器/換気装置/照明機器を使用すること 

   ・保護手袋/衣類及び保護眼鏡/保護面を着用すること 

   ・取り扱い後は、よく手を洗うこと 

   ・全ての安全注意事項を理解するまでは取り扱わないこと 

   ・屋外または換気の良い場所でのみ使用すること 

   ・この製品を使用する時に、飲食/喫煙をしないこと 

   ・蒸気/ﾐｽﾄ/ﾋｭｰﾑ/ｽﾌﾟﾚｰの吸入を避けること 

   ・環境への放出を避け、漏出物は回収すること 

        【対 応】 ： ・消火は、粉末/泡/二酸化炭素の消火剤を使用すること 

   ・皮膚などについた時は、多量の水と石鹸で洗うこと 

   ・汚染された衣類を再使用する場合は洗濯すること 

   ・眼に入った時は、水で数分間注意深く洗うこと 

   ・皮膚刺激や眼の刺激が続く時、気分の悪い時、暴露ま 

    たは暴露の懸念がある時は、医師の診断/手当てを受 

    けること 

   ・飲み込んだ時は口をすすいで、医師に連絡すること 

   ・吸入した時は、空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやす 

    い姿勢で休息させ、医師に連絡すること 

        【保 管】 ： ・保管する場合は、容器を密閉して、涼しく換気の良い 

    場所で、施錠して保管すること 

        【廃 棄】 ： ・廃棄する場合は、内容物/容器を都道府県知事の許可 

    を受けた専門の廃棄物処理業者に業務委託すること 

 

３．組成及び成分情報 

 単一品・混合物の区別 ： 混合物 

 化学名又は一般名 : アクリル系樹脂／エポキシ樹脂／オルガノシラン／酢酸ｎ－ブチル／     

    ルチル型二酸化チタン／カーボンブラック／キシレンの混合物 

成分名 含有率（％） 
官報公示整理番号 

ＣＡＳ番号 
化審法 安衛法 

アクリル系樹脂 ３９～４６ 既存 既存 非公開 

エポキシ樹脂 １０～１３ 既存 既存 非公開 

オルガノシラン ４～７ 既存 既存 非公開 

酢酸ｎ－ブチル ８～１６ ２－７３１ － １２３－８６－４ 

ルチル型二酸化チタン ２０～２６ １－５５８ － １３４６３－６７－７ 

カーボンブラック ３～６ （５）-５２２２ － １３３３－８６－４ 

キシレン １～９ ３－３ 既存 １３３０－２０－７ 

 

４．応急措置 

 下記の応急処置を施すとともに、直ちに医師に連絡を取り、指示に従う。 

 吸入した場合 ： 直ちに空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させ、嘔吐が

   生じたときは気道へ吸入しないように身体を傾斜させる。 

   直ぐには何も症状が認められなくても、必ず医師の診断を受ける。 

   呼吸が弱い場合やチアノーゼが認められた場合は酸素吸入を行う。 

   呼吸が不規則か、止まっている場合には人工呼吸を行う。 
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   体を毛布等で覆い、保温して安静を保つ。 

  

 

 皮膚に付着した場合 ： 直ちに汚染された衣類を脱ぐか取り除き、多量の流水と石鹸で洗うこと。 

   外観に変化が見られたり、痛みがある場合には速やかに医師の診断を受 

   けること。 

   汚染された衣類を再使用する場合は洗濯すること。 

 眼に入った場合 ： 水で数分間注意深く洗い、コンタクトレンズは容易に外せるなら外し、眼の 

洗浄を続け、直ちに眼科医の手当を受ける。 

   洗顔の際、まぶたを指でよく開いて、眼球、まぶたのすみずみまで水がい

きわたるように洗浄する。 

 飲み込んだ場合 ： 無理に吐かせずに口をすすいで、直ちに医師に連絡すること。 

   意識のない場合には、口から何も与えてはいけない。 

 応急措置をする者の保護 ： 保護手袋／保護眼鏡などの適切な保護具を着用し、直接の接触を避け、

   取り扱い後は顔や手をよく洗い、うがいをすること。 

 

５．火災時の措置 

 消火剤 ： 粉末、泡、二酸化炭素 

 使ってはならない消火剤 ： 棒状の水 

 特有の危険有害性 ： 火災により刺激性ガスまたは有害ガスを発生するおそれがあるので、煙の

   吸入を避けること。 

 特有の消火方法 ： 火元への燃焼源を断ち、適切な消火剤を使用して、消火作業は可能な限

   り風上より行なうこと。 

   火災発生場所の周辺に関係者以外の立ち入りを禁止すること。 

   危険でなければ火災区域から容器を移動する。 

   移動不可能な場合、容器及び周辺に散水して冷却する。 

 消火を行なう者の保護 ： 保護手袋／保護眼鏡／呼吸器用保護マスクなどの適切な保護具を着用

   して煙の吸入を避けること。 

 

６．漏出時の措置 

 人体に対する注意事項、保護具及び緊急時措置 

  ： 作業には適切な保護具（保護手袋／保護眼鏡／保護マスクなど）を着用

   する。多量の場合は、人を安全な場所に避難させる。必要に応じた換気

   を確保する。 

 環境に対する注意事項 ： 漏出物を河川や下水に直接流してはいけない。 

 除去方法 ： 少量の場合は、保護具を着用し、乾燥砂／おが屑／ウエスなどに吸収さ

   せて拭き取り、残りは多量の水で洗い流す。 

   多量の場合は、火気を遠ざけ、換気を良くし、保護具を着用して風上より

   作業する。盛り土で囲って流出を防止し、安全な場所に導いてから空容

   器に回収する。 

 二次災害の防止策 ： 付近の着火源となるものを速やかに取り除くと共に消火剤を準備する。 

   火花を発生しない安全な用具を使用する。漏出した場所の周辺には関係 

者以外の立ち入りを禁止する。万一、河川公共水路等に流れ込んだ場合

は、直ちに地方自治体の公害担当者に報告する。 

 

７．取扱い及び保管上の注意 

 取扱い上の注意 

   技術的対策 ： 取扱い場所の近くに、洗眼及び身体洗浄のための設備を設置する。 

   火気厳禁。喫煙、裸火、熱または発火源を避ける。 

   火花を発生しない工具を使用すること。 

   注意事項 ： 眼及び皮膚への接触を避ける。 

   安全取扱い注意事項 ： 作業場の換気を十分に行い、適切な保護具を着用して作業を行う。 
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   取扱い後は顔や手などをよく洗い、うがいをすること。 

  

 

 保管上の注意 

   適切な保管条件 ： 直射日光を避け、屋内の涼しく換気の良い場所で容器を密閉して、施

   錠して保管する（危険物施設に保管する）。 

   高温、低温を避け（常温が望ましく）、発火源から離して保管する。 

   ボイラーなど熱源付近や可燃物の近くに保管しない。 

   酸化性物質、有機過酸化物等と同一場所に保管しない。 

   安全な容器・包装材料 ： 製品使用の容器に準ずる。 

 

８．暴露防止及び保護措置 

 設備対策 ： 蒸気・ガス・ヒューム・ミストが発生する場合は、局所排気装置を設置する。

   取扱い場所の近くに、洗眼及び身体洗浄のための設備を設置する。 

   取り扱う場所で使用する電機設備は防爆構造とし、機器類は全て接地す

   る。 

 管理濃度  ： １５０ｐｐｍ （酢酸ｎ－ブチル）  ５０ｐｐｍ （キシレン） 

 許容濃度 

  日本産業衛生学会 ： １００ｐｐｍ （酢酸ｎ－ブチル）  ５０ｐｐｍ （キシレン） 

  ＡＣＧＩＨ ： ＴＬＶ－ＴＷＡ  １５０ｐｐｍ （酢酸ｎ－ブチル）  １００ｐｐｍ （キシレン） 

   ＴＬＶ－ＳＴＥＬ  ２００ｐｐｍ （酢酸ｎ－ブチル）  １５０ｐｐｍ （キシレン） 

 保護具 

   呼吸器用の保護具 ： 有機ガス用防毒マスクを着用すること。 

   手の保護具 ： 不浸透性保護手袋着用すること。 

   眼の保護具 ： 防液眼鏡（側板付き眼鏡型、ゴーグル型）を着用すること。 

   皮膚／身体の保護具 ： 保護衣、保護前掛け、長袖作業衣、保護長靴を着用すること。 

 適切な衛生対策 ： 取扱い後は手などをよく洗うこと。 

 

９．物理的及び化学的性質 

 外 観 ： 黄色透明液体 

 臭 気 ： 特異的な溶剤臭 

 引 火 点 ： ３０℃ 

 発 火 点 ： ４２０℃ （酢酸ｎ－ブチル）   ４６３～５２８℃ （キシレン） 

 爆 発 特 性 ： 下限＝１．２ｖｏｌ％、上限＝７．６ｖｏｌ％ （酢酸ｎ－ブチル） 

   下限＝０．９ｖｏｌ％、上限＝７．０ｖｏｌ％ （キシレン） 

 蒸 気 圧                ： ２ ｋＰａ （酢酸ｎ－ブチル）   ０．７～０．９ ｋＰａ （２０℃） （キシレン） 

 蒸 気 密 度（空気＝１） ： ４．０ （酢酸ｎ－ブチル）   ３．７ （キシレン） 

 粘 度 ： ５，０００ｍＰａ・ｓ以下 （２０℃） 

 密 度（比 重） ： １．０４±０．０１ （２０℃） 

 水 溶 解 性 ： 水に難溶 

 オクタノール／水分配係数 ： データなし 

 そ の 他 ： データなし 

 

１０．安定性及び反応性 

 安 定 性 ： 通常の取扱いでは安定である。 

 反 応 性 ： 強酸化剤、強ルイス酸、強無機酸、強無機塩基、有機塩基（特に１、２級

   の脂肪族アミン）と激しく反応する。 

 避けるべき条件 ： ０℃以下で放置すると凍結し、使用不能になる恐れあり。 

   ４０℃以上で長期間放置しない。 

   高温加熱、混触危険物質との接触、火源、火花、裸火。 

 混触危険物質 ： 禁水物質、強ルイス酸、強無機酸、強酸化剤、強酸、強無機塩基、強塩

   基、有機塩基（特に１、２級の脂肪族アミン）。 
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 危険有害な分解生成物 ： 熱分解によりアクリルモノマーが発生する。 アルデヒド、酸、有機物。 

   燃焼した時、有害ガス（一酸化炭素、二酸化炭素）を発生する。 

    

   オルガノシランは、水及び酸、アルカリ化合物と反応（加水分解）して、メタ

   ノールを生成する。また、加熱・燃焼により下記の分解生成物を発生する

   可能性がある。 

    一酸化炭素、二酸化炭素等の酸化炭素類。不完全燃焼により、生成する。

   微量の炭素化合物。二酸化珪素、硫黄酸化物。 

   酢酸ｎ－ブチルは空気または水分と接触すると徐々に分解し、酢酸とブタ

   ノールを生成する。プラスチックやゴムを侵す。 

 そ の 他 ： 情報なし。 

 

１１．有害性情報 

 急性毒性  （経口） ： ＬＤ50＝約 ２８，５４０ｍｇ／ｋｇ （計算値、区分外） 

   急毒性  （経皮） ： ＬＤ50＝約 ３２，７６０ｍｇ／ｋｇ （計算値、区分外） 

    性毒性 （吸入：蒸気） ： ＬＣ50＝約   １２．６ｍｇ／ｌ  （計算値、区分４：吸入すると有害） 

 皮膚腐食性／刺激性 ： 軽度の皮膚刺激性がある。 （区分３） 

 眼の損傷性／刺激性 ： 眼への刺激性がある。 （区分２Ｂ） 

 ※以下の情報は製品評価技術基盤機構（ＮＩＴＥ）による酢酸ｎ－ブチル、キシレンのＧＨＳ分類結果に基づく 

 呼吸器感作性 ： 情報なし 

 皮膚感作性   ： 情報なし 

 生殖細胞変異原生       ： ヒト経世代疫学で陰性である。体細胞 in vivo 変異原性試験（小核試験・

   染色体試験）で陰性である。 （キシレン） 

 発がん性               ： ACGIH (2001) A4  IARC (1999) Group 3 （キシレン） 

 生殖毒性               ： マウスの発生毒性試験で親動物に一般毒性がみられない用量で、胎児

   に体重減少、水頭症がみられる。 （キシレン） 

 特定標的臓器毒性 

             （単回暴露）  ： ヒトについては、「喉の刺激性、重度の肺うっ血、肺胞出血及び肺浮腫、

   肝臓の腫大を伴ううっ血及び小葉中心性の肝細胞の空胞化、点状出血と

   腫大及びニッスル小体の消失を伴う神経細胞の損傷、四肢のチアノーゼ

   、一過性の血清トランスアミナーゼ活性の上昇、血中尿素の増加、内在性

   クレアチニンの尿中クリアランス低下、肝臓障害及び重度の腎障害、記憶

   喪失、昏睡」がみられる。 （キシレン）。 

   中枢神経の障害（区分１） [酢酸ｎ－ブチル] 

   肺の障害のおそれ（区分２） [酢酸ｎ－ブチル] 

   呼吸器への刺激のおそれ（区分３） [酢酸ｎ－ブチル] 

   呼吸器､肝臓､中枢神経系､腎臓の障害（区分１） [キシレン] 

   眠気またはめまいのおそれ（区分３） [キシレン] 

           （反復暴露）   ： ヒトについては「眼や鼻への刺激性、喉の渇き、慢性頭痛、胸部痛、脳波

   の異常、呼吸困難、手のチアノーゼ、発熱、白血球数減少、不快感、肺

   機能低下、労働能力の低下、身体障害及び精神障害」がみられる。 

   （キシレン） 

   長期または反復暴露による呼吸器､神経系の障害（区分１） [キシレン] 

 吸引性呼吸器有害性 ： 液体を飲み込むと、誤嚥により化学性肺炎を起こす危険がある。  

   （キシレン） 

 そ の 他 ： 情報なし  

 

１２．環境影響情報 

 ※以下の情報は製品評価技術基盤機構（ＮＩＴＥ）による酢酸ｎ－ブチル、キシレンのＧＨＳ分類結果に基づく 

 移動性 ： 情報なし。 

 残留性／分解性 ： 急速分解性がある（BODによる分解度：98%） （酢酸ｎ－ブチル） 

   急速分解性がない（BODによる分解度：39%） （キシレン） 
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 生体蓄積性 ： 生物蓄積性が低いと推定される（log Kow=1.78） （酢酸ｎ－ブチル） 

   生物蓄積性が低いと推定される（log Kow=3.16） （キシレン） 

 そ の 他 ： 情報なし。 

 

１３．廃棄上の注意 

 適切な廃棄の方法 ： 廃棄する場合は、都道府県知事の許可を受けた専門の収集運搬業者や

   廃棄物処理業者と契約し、廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清掃に関

   する法律）及び関係法規／法令を順守して、適切に処理する。 

 容器／包装の処理 ： 空の汚染容器／包装を廃棄する場合は、内容物を除去した後に、都道

   府県知事の許可を受けた専門の収集運搬業者や廃棄物処理業者と契約

   し、廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清掃に関する法律）及び関係法規

   ／法令を順守して、適切に処理する。 

 

１４．輸送上の注意 

 国内規制   陸上輸送 ： 消防法、労働安全衛生法に定められている輸送方法に従う。 

            海上輸送 ： 船舶安全法に定められている輸送方法に従う。 

            航空輸送 ： 航空法に定められている輸送方法に従う。 

 国際法規制 ： 航空輸送はＩＡＴＡ／海上輸送はＩＭＤＧの規則に従う。 

 国連分類／国連番号 ： クラス ３ （引火性液体類） ／ ＵＮ １２６３ 

 容器等級 ： Ⅲ 

 国連品名 ： 塗料又は塗料関連物質 

 特定の安全対策及び条件 ： 輸送に際しては容器の破損／腐食／漏れ等がないことを確認し、転倒／

   落下／損傷がないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行なう。 

   火気厳禁。 

 

１５．適用法令 

 化 審 法   特定化学物質 ： 非該当 

         監視化学物質 ： 非該当 

 消 防 法   危険物 ： 第４類 第２石油類 非水溶性液体 （危険等級Ⅲ） 

 安 衛 法   危険物 : 引火性の物 

         表示対象物質 : 酢酸ノルマル－ブチル （№９の９）、キシレン （№７の２） 

            有機則 : 第２種有機溶剤 （酢酸ノルマル－ブチル、№１９） 

            特化則 : 非該当 

            通知対象物質 : 酢酸ブチル （№１８１）、キシレン （№１３６） 

 毒物、劇物取締法 : 非該当 

 化 管 法（ＰＲＴＲ法） : 第１種指定化学物質 （№８０ キシレン ４．９％含有） 

 そ の 他  : 知見なし 

 

１６．その他の情報 

   引用文献 ： 外部機関による測定データ 

   製品評価技術基盤機構（ＮＩＴＥ）のＧＨＳ分類結果 

    ＪＩＳ Ｚ ７２５２ :2009 ＧＨＳに基づく化学物質等の分類方法 

   化学物質排出把握管理促進法のＭＳＤＳ制度について（経済産業省） 

   ＧＨＳ対応ガイドライン、ラベル作成指針（日本化学工業協会） 

   ｅｚＡＤＶＡＮＣＥ2011（日本化学工業協会） 

   

※ ここに記載した内容は、当社の最善の調査に基づくものですが、製品の保証書ではありません。 

 また、注意事項は通常の取扱いを対象としたものであって、特殊な取扱いの場合、自らの責任において 

 用途／用法に適した安全対策を講じた上でご使用ください。 


